2018年度事業報告
（１）全体総括　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度はほりでーぷらんの本格実施ということで、事務局員を増員し、プロジェクトスタッフを中心に企画をし、年5回実施する事が出来ました。各事業所からのスタッフの他に学生スタッフの力も大きく、どの回も充実した内容となりました。次年度も継続していく事業なので、実施回数やスタッフの確保が重要となっています。

　また、4月に地域活性化包括連携協定の中で、イトーヨーカドー店内での販売ブースを設置して頂き、自主製品販売をする事が出来ました。販売の仕方など多くのことを学び、連絡会としても販路拡大に繋げられた良い機会となりました。

　障害福祉課や調布市長との懇談も全体会や分科会で内容を検討し要望を伝え、アート展や映画上映会では新たな取り組みの中で、イオンシネマ等との連携を図る事が出来、他団体との関係が深まった一年でした。次年度も取り組んできた事業が継続できるように進めていきます。
（２）定期総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　１５回目となる定期総会を行い２０１７年度の事業報告、２０１８年度の事業計画及び組織体制について決議を行いました。
日時：２０１８年４月２６日（木）於：調布市こころの健康支援センター団体室ＡＢ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席:２２団体　(有効総数３２団体)
（３）代表者会議（年８回）　　　　　　　　　　　　　
今年度も調布市長・障害福祉課との懇談を主に話し合い、各団体との情報交換を行いました。また、全体会と分科会（児童、生活介護等、就労継続支援）を分けて、より具体的な議論の場として設け、それぞれの課題について話し合いました。
総　会 　　４月２６日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２２団体３５名）

(第２回) 　６月２８日(木)  於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２９団体３３名）

（第３回）　７月２６日(木)　於：総合福祉センター　202号室（２１団体２４名）障害福祉課との懇談

(第４回) 　８月２３日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２４団体３２名）

(第５回）１０月２５日(木)　於：調布市こころの健康支援センター団体室AB（２３団体２６名）

(第６回）１２月１４日(金)　於：総合福祉センター　2階団体室（２１団体２７名）

(第７回) 　１月３１日(木)  於：総合福祉センター　201･202号室（２４団体３２名）

(第８回)　 ２月２６日(火)　 於：総合福祉センター　視聴覚室(２５団体３０名) 調布市長との懇談

①　分科会　
・就労継続支援B型
　共同受注を進めるための課題を検討しました。安定した作業を提供できるよう官公需の受注についても、東京都ネットワークや市との話合いを継続していくことが話されました。
・生活介護
　調布市との懇談や市長との懇談の内容を検討する中で、特に専門職派遣についての必要性を話し合いました。また、学習会のテーマについても検討しました。
・児童
調布市との連携は、制度の説明などで児童部会にもご出席いただくなど、軌道に乗ってきました。

調布特別支援学校送迎に伴う電気通信大学駐車場借用では、調布市の協力をいただけるようになりましたが、調布特別支援学校との連携には至らず、次年度に持ち越す課題となりました
②　調布市長との懇談　
今回も下記のように様々な議題について大変前向きな意見交換ができました。

重要案件である家賃補助の問題等、今後の課題は残りましたがいつもながら大変有意義な懇談会となりました。
日時　２０１９年２月２１日(木)
場所　調布市社会福祉総合センター　4階　視聴覚室　　出席２２団体３２名
議題（１）家賃補助について　（２）調布駅前開発および京王線線路跡地の進捗状況について

　　（３）調布庁舎の売店での自主製品販売売上について
（４）経営ネットワーク事業の継続について　
（５）多摩障害者スポーツセンター利用の継続について
（６）専門職の派遣について　（７）グループホーム設置の際のエレベーター補助について
（８）空き家情報を通して活用された実績について　　　（９）官公需の受注拡大について
（１０）ラグビーＷ杯、オリンピック・パラリンピックに向けて
（１１）調布市役所の障害者雇用の現状について
（１２）その他
・電通大の駐車場継続のお礼とお願い
・地域連携協定の取り組みの中での連絡会との関係について

③　調布市障害福祉課との懇談　
　代表者会で課題を整理し、共通な議題を中心に回答を頂きました。空き家・空き地の活用やＧＨの支援、専門職の派遣など、市長との懇談とも絡めながらの意義のある懇談会となりました。
日時：７月２０日（木）於：調布市総合福祉センター視聴覚室（参加１８団体２４事業所）

議題（１）家賃補助の継続について　　（２）経営ネットワーク支援事業の補助金継続について

（３）調布駅前広場の開発状況について　　（４）３市で計画中の施設の進捗状況について

　　（５）官公需拡大について　　　　　　　　（６）あり方検討会での事例検討学習について
（７）空き家・空き地の活用について　　　（８）グループホームの支援について

　　（９）地域連携協定・イトーヨーカドーとの連携について　　（１０）専門職派遣について

（１１）高齢になった利用者へのサービスについて　　　（１２）児童の区分判定について

　　（１３）その他
④　学習会、施設交換研修　
○学習会
　今年度の学習会は，障害福祉課より「ありかた検討委員会」での検討内容やプロセスを紹介していただいた後，あらかじめ児童部会で選んだ４テーマで８グループに分かれて討議するという形をとりました。
日　時：平成３０年２月８日(金)　１８：３０～２０：３０

会　場：（社福）新の会　はあと・ふる・えりあ　多目的室ほか

内　容：１、「ありかた検討委員会での事例検討から学ぶ」

　　　　　　　レポーター：障害福祉課　田中係長、藤城 

　　　　２、グループデスカッション

　　　　　①家族支援について　　　　　②地域社会との関わり

　　　　　③職員間の情報共有　　　　　④仕事をする上で大切にしていること

参加者：６０人(内：放課後デイ２２人)
○施設交換研修
　全事業所を対象に希望を募り，他事業所での実習的研修を実施した。

研修期間：平成３０年１０月～平成３１年１月

（参加者1人につき1日～複数日実施）

参加者数：生活介護・就労継続B　　　１８人

　　　　　児童放課後等デイ　　　　　１５人　　　計３３人
⑤　経営ネットワーク支援事業　
東京都の包括事業の一環として、2011年から開始された調布市経営ネットワーク支援事業は、今年度の加盟数は３３団体５９事業所となりました。うち１９事業所は放課後デイ事業で、当連絡会は調布市内の障がい児童も含めた福祉事業所ネットワークとして拡がりつつあります。幅広い取り組みは都内でも一定の評価を得ており、市内の官公需等も安定定着してはいるものの、作業所全体の工賃水準は東京都平均をやや下回っており、今後は、オリパラ関連事業も含めより効果的な受注開拓が求められています。
１．「わくわ～く」の発行
昨年に引き続き年２回、各7,000部発行にとり組みましたが、後期の発行は遅延し４月となりました。配布対象は行政機関、福祉団体、企業・商店、小・中学校、およびイベント開催時の配布をはじめ京王線駅構内にも設置し連絡会の広報誌として着実に浸透してきました。昨年度からは表紙デザインを変えてイメージチェンジを図り、2020年に向けて障害者スポーツの振興や、障害者の地域生活の充実を目指して、様々な角度から発信することができました。
2． 販路拡大
これまでに築いてきた自主製品の販路の定着を図るとともに、調布市地域連携協定によるイトーヨーカドーでの販売等、様々なイベントでの販売にも積極的に取り組みました。が後期は市役所売店の移動により売上が3割減り、来期の閉店に向けて対策の検討や新規の販路拡大が課題と　
なっています。
(1) 調布・多摩・府中3市合同販売会
今年度の3市合同販売会「第７回ほっとハート」は9月１日（土）調布駅南口ひろばにて開
　　　催しました。３４事業所（調布９、府中１１、多摩１４）が参加し、初めてトラックステージ
を利用した車イスダンサーやサンバ隊のパフォーマンスもあり、暑さの中、たくさんの市民参
加を得ることができました。
常設店舗販売等

今年度も市内８カ所で各事業所の自主製品を販売し、昨年共同開発したクッキー「チャンス
のたね」も4事業所で分担して引き続き納品しました。
	店　舗
	納　品　事　業　所
	年間売上総額

	市役所地下売店
	５
	ｸｯｷﾝｸﾞﾊｳｽ･しごと場･すまいる･はあとふる･ぴいす
	421,137円

	東山病院1階売店
	５
	ｸｯｷﾝｸﾞﾊｳｽ･しごと場･すまいる･はあとふる･ﾘﾌﾚｯｼｭ工房
	191,466円

	こころの健康ｾﾝﾀｰ
	３
	ｸｯｷﾝｸﾞﾊｳｽ･しごと場･調布ドリーム
	156,800円

	総合福祉センター
	
	
	

	
	11
	ｸｯｷﾝｸﾞﾊｳｽ･くすのき・しごと場･すまいる･ﾄﾞﾘｰﾑ・はあとふる･ぴいす･ﾌｧｰｽﾄ・ﾎﾟﾋﾟｰの家･めじろ・ﾘﾌﾚｯｼｭ工房
	各事業所別

	やさい畑
	４
	しごと場･はあとふる･ﾎﾟﾋﾟｰの家･ﾘﾌﾚｯｼｭ工房
	〃

	ほっとれーる
	10
	旭出福作･ｸｯｷﾝｸﾞﾊｳｽ･しごと場･すまいる･そよかぜ・はあとふる･ぴいす･ﾎﾟﾋﾟｰの家･ﾘﾌﾚｯｼｭ工房
	〃

	飯野病院
	２
	しごと場･はあとふる
	〃


３．受注促進

府中、多摩との共同受注として昨年より取組んできた水道メーター解体作業は新たに１事業所が参入し、調布からは３事業所が交代で府中現業事業所内での受託作業を継続しました。また、駅周辺整備に伴う駐輪場清掃作業の受託など、調布市内の官公需の受注も確実に増えてきました。昨年度から継続している民間企業の共同受注も参加事業所が増え定着しました。（シロー化学５事業所、六和精工７事業所）

４．障害理解のための取り組み、情報発信、地域啓発
（ア）アート展

調布市との共催で2/14(木)～2/21(木)たづくり２階南ギャラリーにて「パラアート展CHOFU-fu fu」を開催しました。コーディネーター発案のトワル製作に17事業所で取組み、日常活動の作品展示に新たな展開が拡がりました。ワークショップや１１階みんなの広場での展示、各事業所紹介のスライドショーなど楽しい企画で、来場者も昨年を超える　　人で好評でした。
（イ）映画上映会

今年度は、CILちょうふとの共催で、重度障害者の地域生活を追ったドキュメンタリー映画『道草』を、シアタス調布で２月１７日(日)に上映しました。キリン福祉財団の補助を得て無料試写会とし、市やコミュニティ財団の協力で、シネマフェスタのプレイベントとして広報にも掲載され、市内福祉店舗７カ所でのチケット配布に加えＱＲコード申込の導入効果もあり、当日は２１３席の会場が満員となりました。上映後の出演者、協力者のトークも好評でした。
(2) ホームページの更新

企業や他市の団体からの閲覧、照会も増えつつあるので、年度初めに事業所ファイルを整理し、イベントや分科会、学習会の様子など、連絡会の活動をできるだけタイムリーに掲示できるように努めました。次年度からの受託を検討してきた「ほりで～ぷらん」（障害者余暇活動支援事業）への係りも活動報告欄に掲載し、連絡会の活動内容の拡がりを掲載しました。

（４）共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　共同受注作業　　
②　調布市役所ロビー展　
　展示会が新たにスタートして、今年で8年目となりました。今年度は、１週間ごとに参加団体が交代で出展し、２週続けての開催となりました。前年度よりも参加事業所が増え、多くの市民に立ち寄っていただき、大変賑わった展示会となりました。（売上336,730円）

　第１回：期間　2019年月1月21日(月)～1月25日(金)

参加事業所　すまいる、調布ドリーム　しごと場大好き　 めじろ作業所　はあと・ふる・えりあ
ぴいす　リフレッシュ工房　(7事業所)

第２回：期間　2019年1月28日(月)～2月1日(金)

参加事業所：希望の家　クッキングハウス　創造印刷　ポピーの家 ファーストステップ
　　らぷらんど調布  (6事業所)
当番事業所：クッキングハウス
③　各イベントでの店舗販売　
　市や関連団体で毎年行われる各種イベントでの展示販売を継続し、さらに地域の新たなイベントにも積極的に参加して、作業所製品の販路拡大を図りました。

	名　称
	実　施　日
	主　催　団　体
	参加数
	売上額

	地域活性化連携協定記念イベント
	4/21(土),22(日)
	調布市・イトーヨーカドー国領店
	８
	272,225

	パルコ前販売
	5/18,19・11/18,19
	調布市社会福祉協議会
	
	

	共生スポーツ祭り
	5/19(土),20(日)
	日本障がい者スポーツ協会
	５
	118,480

	調布市役所ロビー展
	1/21(月)～2/1(金)
	連絡会
	７、6
	336,730

	第7回ほっとハート
	9/23(土)
	3市合同イベント実行委員会
	９
	各事業所別

	老人ｸﾗﾌﾞ連合芸能大会
	10/3(水)
	調布市老人クラブ連合会
	５
	各事業所別

	第3回ファブール祭
	10/27(土)
	東京慈恵医科大学
	５
	55,300

	第41回福祉まつり
	12/１(土),2(日)
	調布市社会福祉協議会
	14+児5
	各事業所別

	障害者アート展
	1/25(木）～2/1(木)
	調布市文化振興課
	6
	51,260


（５）受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　公園清掃　
今年はゴミの集積場所の変更もありましたが、各担当施設での清掃作業も含め、大きなトラブルはなく、スムーズに実施することができました。

参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家　わかば事業所　旭出調布福祉作業所　爽々苑　ぴいす
クッキングハウス　調布市希望の家　しごと場大好き　はあと・ふる・えりあ（10事業所）

参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家　わかば事業所　旭出調布福祉作業所　調布市希望の家
クッキングハウス　しごと場大好き　爽々苑　はあと・ふる・えりあ　ぴいす（10事業所）
　
②　ごみリサイクルカレンダー配布　
　今年度は新規に2法人が加わり1法人14事業所で配布を担当しました。連絡会が担当する地域に変更はありませんでしたが、内部で若干の調整をしました。
課題として、2事業所で2重配布が発生し、2事業所で市に提出した最終報告書の配布部数・残数に訂正がありました。新規の事業所もあり、配布の方法や残部の確認にばらつきが見られるので、各事業所のノウハウを共有し、作業の均一化を図る必要があります。
最後に担当事業所について、過去を遡り各事業所が公平に回るような仕組みを構築しました。
期間　2019年2月12日～3月15日（以降3月31日まで、配布漏れ対応）
配布地域　市内のおよそ半分の地域
配布部数　　６７７７１部　
参加事業所：わかば事業所・わかば第一事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ポピーの家
　爽々苑　ぴいす　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　調布市希望の家
希望の家分場　こひつじ舎　ファーストステップ　らぷらんど調布（14事業所）
当番事業所：めじろ作業所
③　地域活動情報紙じょいなす配布　
2014年度から開始されたじょいなすの戸別配布作業は、今年度は協働推進課と協議の上、受注単価と受託事業所を調整し、３事業所が新規参入したため配布地域と部数を増やしました。
参加事業所：第1･第2わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ぴいす　くすのき作業所
　　　　　　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　やわらぎの家　調布市希望の家　
希望の家深大寺　希望の家分場　ファーストステップ　調布ドリーム　

らぷらんど調布　創造印刷（16事業所）
④　メール交換　
メール交換事業は、図書館メール、施設間メール、都庁交換、教育メール、こころの健康支援センター清掃の５業務を受託し、今年度は2事業所が新規参入し16事業所で分担して取り組みました。事業の実施に当たっては市民サービス公社・図書館と定期協議の場をもって意見交換を行い、道路交通等の情報交換も迅速に行い安全な実施に努めました。また、6月からの施設間メール便の追加（はしうち教室）や1月のクリーンセンター移転に伴うルート変更などにも、市民サービス公社と連携しながら、適宜対応しました。（今年度の配分額計算等は、「はあと・ふる・えりあ」が担当）
参加事業所：くすのき作業所　ポピーの家第2・第3　しごと場大好き　爽々苑　やわらぎ

第1・第2わかば事業所　ぴいす　はあと・ふる・えりあ　こひつじ舎　シェア
クッキングハウス　すまいる　調布ドリーム　ファーストステップ（16事業所）
⑤　ふくしの窓配布　
「ふくしの窓」配布事業は、シルバー人材センターとともに各奇数月に、14事業所が順調に取り組みました。今年度も納品日や納品部数の確認は事務局で取りまとめ、社会福祉協議会担当者と連携して配布数の調整をし、円滑な配布に努めました。
参加事業所：わかば事業所　しごと場大好き　めじろ作業所　ぴいす　ポピーの家　こひつじ舎　くすの木作業所　はあと・ふる・えりあ　リフレッシュ工房　ドルチェ　
調布市希望の家　希望の家分場　　希望の家深大寺　爽々苑（14事業所）　
（６）プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①　運動会　
今年度はほりで～ぷらん企画に組み入れて実施しました。
②　交流会　

・スポーツ交流会　
今年度は今までとは趣向を変えて、府中本町のROUND1でボウリング大会を開催いたしました。調布市総合体育館内１階にある「森のこみち」（NPO法人調布心身障害児・者親の会）さんに特注弁当をお願いし、ゲームをしながら懐かしい味のする美味しいおにぎりをいただきました。また、店内では100円ビールが販売されており、参加者数名の顔がみるみる赤くなり、大いに盛り上がりました。
日　時：２０１８年１０月１２日(金)　18：３0～20:00

場　所：ROUND1府中本町駅前店

参加者：２２名

当番事業所：らぷらんど調布
・忘年会
平成最後の忘年会は６９名の参加をいただきました。途中で豪華賞品争奪じゃんけんゲームを行い大変盛り上がりました。また、他施設職員同士の交流も深まり、とても有意義な時間を過ごせました。

日時：２０１８年１２月１４日（金）　１９時～２１時

場所：TRATTORIA Timo

参加：２３事業所　６９名
当番事業所：ファーストステップ
（７）事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　年間９回開催。

４月９日（月）、６月５日(火）、７月３日(火）、８月２日（木）、１０月２日(火）、

１２月４日（火）、１月１０日（木）、２月６日(水）、３月５日(火)
今年度も会の運営の中心を担い、各事業の推進、代表者会の招集、調布市との連絡調整等を行いました。また、次年度の新事業受託に向け事務局の体制について検討し、準備しました。
（８）派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）

　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）

　・共同募金調布地区協力会委員（１名）
　・福祉人材育成センター運営委員会（１名）
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2019年度事業計画
（１）今年度方針　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡会の大きな柱として、障害福祉課や調布市長との懇談を継続し、2年目となるほりでーぷらんを安定的に進めていけるように取り組んでまいります。

　また、職員研修をはじめ、昨年度取り組んできた事業を継続して進めていきます。
（２）定期総会（年１回、４月開催）　　　　　　　　　　　　　　　　　
今年度も定期総会を開き、事業報告、事業計画及び、事務局体制等について検討し決議します。

（３）代表者会議（年６回、偶数月の第４木曜日）　　　　　　　　　　　
昨年度に引き続き、連絡会全般にわたる広範な内容について話し合い、会の発展に努めます。
①　分科会　
・就労継続支援B型
共同受注の可能性、サービス等利用計画についてなど、様々な課題を検討していきます。
・生活介護

今年度はグループホームの事業所が集まり、情報交換できる機会を作り、グループホームネットワークに繋げていきます。
・児童
行政や他団体との連携を深めつつ、更なる情報発信に努めます。児童部会としての学習会の可能性を検討します。
②　調布市長との懇談　
今年度も引き続き市長との対話を深め、有意義な懇談会としていきます。
③　調布市との懇談　
今年度も引き続き、障害福祉課との対話を深め、障害者（児）福祉の充実に努めます。

④　経営ネットワーク支援事業　
2011年からとりくんできたこの事業を、今年度も引き続き、活発に事業展開していきます。
1．販路拡大
① 3市合同販売会（第８回ほっとハート）

今年度は府中の大國魂神社で開催される予定となっており、3市協力して準備を進めます。

② イベント関連

これまで取り組んだ各種イベントは継続発展に努め、ラグビーワールドカップや2020年のオリンピック・パラリンピックを見据えて、販路拡大のルート・基盤づくりにもトライしていきます。

2．情報発信
各事業所、及び連絡会の事業・活動を広く市民に宣伝することは、障害者への理解を深め、福祉の輪を広げるうえで欠くことができないため、情報発信の基盤を一層かため、充実を図っていきます。

1 わくわーく　　年２回発行

2 ＤＶＤの活用

前年度に作成した「私のしごと　－調布の街で－」を障害者理解や受注促進に役立てられるよ

　　う、活用していきます。

③ホームページの更新等

新商品やイベントの紹介、あるいは事業活動の中でのトピックや成果等のニュースを、各事業所から収集しスピーディに掲載できるよう、ネット環境を整備します。

3 映画上映・講演会等の開催

映画の街・調布での障害理解のイベントとして、関係団体、市民等を含めたネットワークの中で情報交換し、連携強化を図って実施していきます。

（４）共同事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　共同受注作業　
東京都の水道メーター分解作業が３年目を迎え、参加事業所も３事業所に増えます。昨年度の実積をベースに、数量の拡大にも取り組みながら、工賃アップを一層促進していきます。
②　常設店舗販売　
　今年度も引き続き市内の常設８店舗で、菓子などの自主製品を販売していきます。市役所売店の閉店に向けての対応策や販売経路拡大についても検討していきます。
③　各種イベント展示販売　
　昨年度に引き続き、市や関係団体で催される各種イベントでの展示販売に、積極的にとり組んでいきます。

④　調布市役所ロビー展　
　市民へのアピールに絶好の機会となっています。昨年度に引き続き年2回の開催を市へ働きかけていきます。
当番事業所：調布ドリーム

（５）受託事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　清掃業務　
　安定した受託事業の大きな柱として、今年度も受託していきます。
（公園清掃・駐輪場・団地・クリーンセンター）

②　配布業務　
・ごみリサイクルカレンダー配布
今年度も昨年度に引き続き、事務局、当番事業所と事業所間の連携を密にして配布を実施します。ミスや配布漏れを無くすため、全事業所で情報を共有しながら細心の注意をはらって業務を行い、ミスや配布漏れが生じた場合には連絡を取り合い迅速に対応します。（当番事業所：らぷらんど調布）
・「ふくしの窓」配布

調布市社会福祉協議会との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧かつ事故のない業務を行っていきます。昨年どおり、各奇数月の月初配布となります。
・地域活動情報紙「じょいなす」配布

今年度の実施については前年の振り返りをしながら、対応を協議していきます。
③　メール交換　
常に関係機関との情報共有と円滑な意思疎通をすすめ、丁寧で事故のない業務を行っていきます。万が一事故が起こった場合は、連絡会・公社と連携して迅速に対応し、また再発のないよう原因と対応策を参加事業所が共有できるよう、体制をつくっていきます。
（６）プロジェクト　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　障害者余暇活動支援事業（ほりで～ぷらん）　
実行委員会を中心に地域団体や学生ボランティアの協力も得ながら、年6回の活動を企画します。出来るだけ多くの参加者が楽しめる活動を提供できるよう、連絡会全体の事業としてとり組んでいきます。
②　運動会　
今年度も安全に配慮した楽しい運動会を目指して、６月実施に向け取り組んでいきます。
（７）研修・交流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　学習会、施設交換研修　
学習会はテーマを設定して実りある研修を計画します。
新たな刺激を受けたり学んだりすることができる場として，例年通り全事業所を対象に他事業所での実習的な研修を計画します。
②　交流会　
スポーツ大会、忘年会等職員間の交流を目的としたイベントについて企画実施を行います。
（８）組織体制

①　事務局　
今年度は事務局員を補充し、各セクションとの連絡調整・代表者会の招集・調布市との連絡調整等を進めながら、各事業が円滑に実施できるよう努めます。
②　派遣　
　・調布市障害者地域自立支援協議会（１名）
　・調布市社会福祉協議会評議員（１名）
　・共同募金調布地区協力会委員（１名）
　・福祉人材育成センター運営委員会（１名）
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（９）２０１９年度調布市福祉作業所等連絡会組織体制








活動要領
	セクション名
	活　動　日
	構　　成
	内　　容

	代表者会議
	偶数月第４木曜日
	加盟代表者
	市との懇談・重要案件の決定・情報交換・研修事業・共同事業・委託事業

プロジェクトの招集

	研修・交流
	年数回
	加盟施設担当者
	研修・交換研修・スポーツ大会・忘年会

	共同事業
	必要に応じて随時
	該当施設担当者
	共同受注・展示会・常設展示販売

	受託事業
	受託内容に応じて日常的に実施。会議等は必要に応じて随時
	該当施設担当者
	清掃業務・メール交換・配布業務（ゴミカレンダー等）

	プロジェクト
	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ内で決定
	該当施設担当者
	障害者余暇活動支援（ほりで～ぷらん）運動会

	情報発信
	必要に応じて随時
	該当施設担当者
	わくわーく編集会議・ホームページ更新
映画上映会実行委員会・　

	事務局
	必要に応じて随時
	下記担当者
	各セクションとの連絡調整・代表者会の招集・市との連絡調整・会計
経営ネットワーク支援事業


事務局
	交 流 会 担 当

	忘年会
	ハッピーテラス

	スポーツ交流会
	創造印刷

	運 動 会 担 当

	はあと・ふる・えりあ
	高木

	会 計 監 査

	ゆうわーく
	

	ほりで～ぷらん

	ぴいす
	舛田


	事務局候補
	所　　　属
	氏　　名

	代　 表
	わかば事業所
	長尾　英治

	事務局長
	めじろ作業所
	大澤　宏章

	総　　務
	ふみ月の会
	朝香ちよみ

	総　　務
	しごと場大好き
	亀田良一郎

	総　　務
	リフレッシュ工房
	由良　洋子

	総　　務
	希望の家深大寺
	朝日　敏幸

	総　　務
	ファーストステップ
	名古屋　一

	総　　務
	ドルチェ
	木内　洋

	経営ネットワーク支援・会計
	松井久美子
佐田　友美


総　会





調布市





代表者会議





事　務　局





受託事業








わくわ～く発行


ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運営


映画上映会


市役所ロビー展
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障害者余暇活動支援


（ほりで～ぷらん）


運動会


アート展
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